
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

9月は基本的教育と識字率向上月間 

ロータリーの友月間 

 

本日のプログラム 

  点 鐘 

 

  国歌斉唱        君が代 

  ロータリーソング    奉仕の理想 

              四つのテスト 

  会長挨拶  

  出席・スマイル報告    

  委員会報告 

  理事会報告 幹事報告  

  米山功労者感謝状贈呈 

 

  卓話者紹介        伊藤正雄君 

  卓 話  多治見市社会福祉協議会 

        福祉課長 山田久也様 

  「社会福祉協議会の役割と一人親家庭への支援」 

  点 鐘 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

卓話者ご紹介 

山田久也様 

昭和 38年生まれ （54才） 多治見市出身 

大手電機メーカーを経て、昭和 59年に多治見市社会

福祉協議会に入職。老人福祉センター、デイサービ

ス、障害者福祉センターを統括する福祉課長として

在職中。 

米山記念奨学会感謝状 

米山功労者 第 1 回  齋藤 明君 

 第 4 回  嶋内龍男君 松浦毅君 山下智久君 

着信書類 

・クラブ細則改定の手引き 

・瑞浪・中津川センター・中津川・恵那 

多治見リバーサイド RC より IM 登録申込 

・地区財団研修（補助金）セミナー参加要請の案内 

 10 月 21 日（土）ホテルグリーンパーク津 

   出席要請者：2018～19 年度会長 

 

 

第 2476 例会 2017 年 9 月 7 日 

9月のお祝い例会 

  9 月 21 日（木）オースタット国際ホテル 

    昼食 11:30～  点鐘 12:30 

https://www.bing.com/images/search?view=detailV2&ccid=1gOVXTEF&id=BCA150D195948B39C244C776A67B7A6A91F0CE66&thid=OIP.1gOVXTEFuvi7B_XGZtyy4QEsEW&q=%e6%ae%8b%e6%9a%91+%e3%82%a4%e3%83%a9%e3%82%b9%e3%83%88+%e7%84%a1%e6%96%99&simid=607993098241640932&selectedIndex=87


9月の例会行事 

7 日 卓 話 多治見市社会福祉協議会 

 福祉課長  山田久也様 

「社会福祉協議会の役割と 

    一人親家庭への支援」  

14 日 移動例会打ち合わせ 

16 日

（土） 

「母子・父子と共に修道院で 

ふれあい活動 9:00 集合 

21 日 お祝い例会   

オースタット国際ホテル 

例会終了後 IM実行委員会開催 

28 日 16 日の振替休会 

14 日（木）I.G.M.（B グループ） 

場 所：松 正 時 間:：後 6 時 

出席者：リーダー齋藤明 サブリーダー 大澤大二 

（R 情報）山下智久  （執行部）山田正史 

伊藤正雄 松浦毅 安藤龍介 

先週の記録 ●出席報告 

会員数 37 名 免除者 3 名 出席義務者 34 名 

出席者 欠席者 出席率 

28 名 7 名 82.35％ 

8月の出席率 79.55％   

●スマイル報告  

投函者 19名 金額 23,000 円 

8 月末合計 206,000 円 

会員の皆様のご協力に感謝いたします。 

ガバナー公式訪問合同例会 

土本公彦ホストクラブ会長挨拶 

3 ロータリークラブの活動報告。 

会員増強については、セミナー

などで勉強をさせて頂いています

が、多治見地区は順調に会員を増

やしています。ただ多治見 3RC 

が同じ方に入会のお願いに行ったところ、お互いに

遠慮してしまい結局入会の機会を逃してしまった

こともあります。本日はガバナーとお話をさせて頂

いて助言をいただきました。これを参考にクラブに

伝えていきたいと思います。 

佐藤八郎ガバナー補佐挨拶 

私はガバナー補佐として多治見

3RC の期首のクラブ訪問をし、

クラブ協議会にも参加しました。

各クラブともクラブの主体性を

きっちりと堅持され、委員会活 

動も活発に行われているようです。 

ガバナーに自信を持って申し分のない旨を報告さ

せて頂きました。 

 

 

 

 

 

田山雅敏ガバナー卓話 

会員増強は人を増やすことが

目的ではありません。 

皆さんのクラブがどういう事

業計画を立てているのか？ 

3 年後のクラブの人数は何人 

くらい必要なのか？年齢層も何歳くらいがいいの

かを考えてみる。老壮のバランスを考えることは非

常に大切だと思います。若い会員が入会することで

シニアの会員が持っている、ロータリーでの長い歴

史・知識・豊富な経験を伝承しなければならない。

伝承する相手がいなければ話にならないのです。 

今、昭和 30 年代 40 年代に出来たクラブが元気に

なってきました。一時は高齢化して平均年齢が上が

ってきましたが何とか下げようと若い人を入会さ

せました。その会員が４、5 年経ちロータリ―の事

を理解してくると行動力がついてきます。そこへシ

ニアの知恵を入れて取りまとめをするのが、中間層

60 代の会員です。そういうバランスのとれたクラ

ブが 2630地区の中にも多くなり非常に元気になっ

てきました。ただ会員が増えない、平均年齢が年々

上がっていくだけのクラブも多く見られます。 

例会回数の見直し、奉仕活動を例会扱いにする、

色々な手段を取り入れることが OK になりました。

新しい会員が入会出来るような環境を各クラブで

考えてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

← 出席報告 

中島竹壽君 

幹事報告 → 

森田宏冶君 

↑記念品贈呈 

加藤真左子君 

 

← 懇談会 

3F 会頭室 

11:15～11:45 

  


